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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 358,030 14.5 11,248 111.2 13,989 77.8 8,312 42.8

2021年3月期第3四半期 312,791 △17.6 5,324 △71.4 7,866 △61.8 5,821 △59.5

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　15,096百万円 （25.6％） 2021年3月期第3四半期　　12,022百万円 （△20.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 91.05 ―

2021年3月期第3四半期 63.78 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 430,113 279,255 61.3

2021年3月期 419,259 270,276 60.9

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 263,561百万円 2021年3月期 255,252百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 20.00 ― 30.00 50.00

2022年3月期 ― 30.00 ―

2022年3月期（予想） 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 480,000 9.1 15,000 6.8 16,500 △13.2 11,500 △4.4 125.97

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.7「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 94,234,171 株 2021年3月期 94,234,171 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 2,937,565 株 2021年3月期 2,960,268 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 91,289,836 株 2021年3月期3Q 91,266,796 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は358,030百万円と、前年同四半期に比べ45,239

百万円(14.5%)の増収となりました。利益につきましては、連結営業利益は11,248百万円と、前年同四半期に比べ

5,924百万円(111.2%)の増益となりました。連結経常利益は13,989百万円と、前年同四半期に比べ6,123百万円

(77.8%)の増益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は8,312百万円と、前年同四半期に比べ2,491百

万円(42.8%)の増益となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

　円安の影響などにより、売上高は201,621百万円と、前年同四半期に比べ15,150百万円(8.1%)の増収となりまし

た。営業損失は売上高の増加などにより△172百万円と、前年同四半期に比べ3,842百万円の損失縮小となっており

ます。

（北米）

　円安による為替換算上の影響などにより、売上高は72,857百万円と、前年同四半期に比べ9,640百万円(15.2%)の

増収となりました。営業損失は競争激化により△2,845百万円と、前年同四半期に比べ△2,477百万円の損失拡大と

なっております。

（アジア）

　円安による為替換算上の影響などにより、売上高は118,469百万円と、前年同四半期に比べ28,924百万円(32.3%)

の増収となりました。営業利益は、売上高の増加などにより13,982百万円と、前年同四半期に比べ4,737百万円

(51.2%)の増益となりました。

（その他）

　売上高は23,041百万円と、前年同四半期に比べ4,720百万円(25.8%)の増収となりました。営業利益は1,265百万

円と、前年同四半期に比べ966百万円(323.2%)の増益となりました。

（２）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、投資有価証券の増加などにより430,113百万円と、前連結会計年度末

に比べ、10,854百万円増加いたしました。負債は繰延税金負債の増加などにより150,857百万円と、前連結会計年

度末に比べ、1,874百万円増加いたしました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰

余金の増加などにより279,255百万円と、前連結会計年度末に比べ、8,979百万円増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、2021年10月28日決算発表時から変更しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 74,202 54,592

受取手形及び売掛金 69,863 71,067

電子記録債権 12,836 13,417

有価証券 2,699 5,102

商品及び製品 19,335 25,948

仕掛品 28,560 34,769

原材料及び貯蔵品 7,770 8,305

その他 10,858 11,249

貸倒引当金 △124 △81

流動資産合計 226,003 224,370

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 33,842 32,885

機械装置及び運搬具（純額） 32,269 30,998

その他（純額） 27,347 29,642

有形固定資産合計 93,458 93,527

無形固定資産

その他 2,381 2,157

無形固定資産合計 2,381 2,157

投資その他の資産

投資有価証券 55,620 67,713

その他 41,900 42,450

貸倒引当金 △105 △105

投資その他の資産合計 97,415 110,058

固定資産合計 193,255 205,742

資産合計 419,259 430,113

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 47,598 48,241

電子記録債務 10,707 10,925

未払法人税等 1,813 2,320

賞与引当金 8,017 5,737

製品保証引当金 4,711 4,675

その他の引当金 211 152

その他 33,594 34,610

流動負債合計 106,652 106,664

固定負債

社債 10,000 10,000

役員退職慰労引当金 342 278

退職給付に係る負債 24,942 25,221

資産除去債務 73 73

その他 6,971 8,620

固定負債合計 42,330 44,193

負債合計 148,983 150,857

純資産の部

株主資本

資本金 22,856 22,856

資本剰余金 25,872 25,872

利益剰余金 198,421 201,256

自己株式 △5,326 △5,285

株主資本合計 241,824 244,699

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,599 11,039

為替換算調整勘定 △847 1,530

退職給付に係る調整累計額 6,676 6,290

その他の包括利益累計額合計 13,428 18,861

非支配株主持分 15,023 15,694

純資産合計 270,276 279,255

負債純資産合計 419,259 430,113
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 312,791 358,030

売上原価 279,932 315,600

売上総利益 32,859 42,429

販売費及び一般管理費 27,534 31,180

営業利益 5,324 11,248

営業外収益

受取利息 166 188

受取配当金 412 479

持分法による投資利益 113 342

為替差益 690 1,238

過年度関税等戻入益 333 －

助成金収入 713 －

その他 331 644

営業外収益合計 2,760 2,893

営業外費用

支払利息 59 52

その他 160 99

営業外費用合計 219 152

経常利益 7,866 13,989

特別利益

製品保証関連損失戻入益 2,820 －

特別利益合計 2,820 －

税金等調整前四半期純利益 10,686 13,989

法人税等 3,805 4,555

四半期純利益 6,880 9,433

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,059 1,121

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,821 8,312

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 6,880 9,433

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,487 3,440

為替換算調整勘定 934 2,583

退職給付に係る調整額 △249 △389

持分法適用会社に対する持分相当額 △30 27

その他の包括利益合計 5,142 5,662

四半期包括利益 12,022 15,096

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,715 13,744

非支配株主に係る四半期包括利益 1,306 1,351

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当社グループのエヌ・エス・ケイ株式会社と恵那東海理化株式会社が2021年７月１日付で発展的統合をおこな

い、新会社を「東海理化NExT株式会社」とすることといたしました。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はあ

りません。

- 7 -

㈱東海理化（6995）　2022年3月期　第3四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 155,873 62,894 75,903 294,671 18,120 312,791 － 312,791

セグメント間の内部
売上高又は振替高 30,597 322 13,642 44,562 200 44,763 △44,763 －

計 186,471 63,217 89,545 339,233 18,321 357,554 △44,763 312,791

セグメント利益又は

損失（△）
△4,014 △368 9,245 4,862 299 5,161 163 5,324

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 163,130 72,459 99,628 335,218 22,811 358,030 － 358,030

セグメント間の内部
売上高又は振替高 38,491 398 18,841 57,730 230 57,961 △57,961 －

計 201,621 72,857 118,469 392,949 23,041 415,991 △57,961 358,030

セグメント利益又は

損失（△）
△172 △2,845 13,982 10,964 1,265 12,229 △980 11,248

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　 至　2020年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

　　　　　の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益又は損失（△）の調整額163百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　４　（会計方針の変更）に記載のとおり第１四半期連結会計期間より「収益認識に関する会計基準」等を

適用しております。

　　　　この結果、従来の方法によった場合と比べて、日本の売上高は、金型取引について2,335百万円増加

し、顧客に支払われる対価について8,526百万円減少しております。なお、営業利益に与える影響は

軽微です。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　 至　2021年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

　　　　　の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益又は損失（△）の調整額△980百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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2022年2月1日

 2022年３月期　第3四半期　決算概要 株式会社　東海理化

Ⅰ．連結決算の概要

１．業績等 (単位：億円未満切り捨て、（　）は売上高比率)　  

２．売上高の内訳

３．営業利益増減要因 ４．所在地別セグメント (単位：億円未満切り捨て、（　）は構成比率)　

増減率

(％)

売 上 高 3,127 453 9.1

営 業 利 益 53 59 6.8

経 常 利 益 78 61 -13.2

特 別 利 益 28 -28 －  

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
58 25 -4.4

為替レート

Ｕ　　Ｓ　　＄

ユ　　ー　　ロ

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

1 株 当 た り 配 当 金

配 当 性 向 （ 連 結 ）

連 結 子 会 社 数

持 分 法 適 用 関 連 会 社 数

設 備 投 資

減 価 償 却 費

－  

10円00銭

5円

6円

-5円80銭

-0.6 ％

9.7 ％

180億円

-1社

230億円 108億円

－  

38社 -1社

75億円 79億円

38社

6社

－   

－   

4億円

47.6 ％

5円

7円

前年同期

(20.4.1～20.12.31)

当期

(21.4.1～21.12.31)

増減率

(％)

(100.0) 14.5 4,800 (100.0)

増減増減
(21.4.1～22.3.31)

通期予想

77.8 165 (3.4)

－  

(3.1) 2.1倍

109円

129円

115 (2.4)

150 (3.1)

125円97銭27円27銭

105円

122円

110円

129円

60円00銭－   

2.5 ％ 3.2 ％ 4.4 ％0.7 ％

-6億円

(100.0)

83

139

3,580

(1.7) 112

138億円 132億円

42.8

(2.5)

6社 6社

－  －  

63円78銭 91円05銭

(2.3)

(3.9)

－  

-5億円

39社

400

10

-25

-28－  － －  - －  

-5(1.9)

※3

※1

※2

(単位：億円未満切り捨て、（ ）は構成比率)(単位：億円未満切り捨て、（ ）は構成比率)（１）客先別売上高 （２）製品別売上高　　　 　 

増減率 増減率

(％) (％)

ト ヨ タ 2,100 (67.2) 2,352    (65.7) 252 12.0 ス イ ッ チ 類 1,482 (47.4) 1,723 (48.1) 241 16.2

ト ヨ タ 関 連 268 (8.6) 322       (9.0) 54 20.1 シ ー ト ベ ル ト 463 (14.8) 503 (14.1) 40 8.7

ス バ ル 158 (5.1) 144       (4.0) -14 -9.1 キ ー ロ ッ ク 322 (10.3) 366 (10.2) 44 13.7

ス ズ キ 96 (3.1) 102       (2.9) 6 7.1 シ フ ト レ バ ー 316 (10.1) 353 (9.9) 37 11.5

フ ォ ー ド 76 (2.4) 96         (2.7) 20 27.3 ｽ ﾃ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ﾎ ｲ ｰ ﾙ 64 (2.1) 63 (1.8) -1 -0.7

三 菱 29 (0.9) 52         (1.5) 23 80.5 自動車用ﾐﾗｰ 61 (2.0) 58 (1.6) -3 -4.2

マ ツ ダ 19 (0.6) 21         (0.6) 2 10.7 装 飾 品 30 (1.0) 31 (0.9) 1 3.9

そ の 他 379 (12.1) 487       (13.6) 108 28.6 農 機 建 機 69 (2.2) 99 (2.8) 30 42.4

売 上 高 合 計 3,127 (100.0) 3,580 (100.0) 453 14.5 そ の 他 317 (10.1) 381 (10.6) 64 19.9

売 上 高 合 計 3,127 (100.0) 3,580 (100.0) 453 14.5

(21.4.1～21.12.31)

前年同期

(20.4.1～20.12.31)

前年同期

(20.4.1～20.12.31)
増減 増減

当期

(21.4.1～21.12.31)

当期

増減率

(％)

日 本 1,864 (59.6) 2,016 (56.3) 152 8.1

北 米 632 (20.2) 728 (20.3) 96 15.2

ア ジ ア 895 (28.6) 1,184 (33.1) 289 32.3

そ の 他 183 (5.9) 230 (6.4) 47 25.8

調 整 額 -447 (-14.3) -579 (-16.2) -132 -

合計 3,127 (100.0) 3,580 (100.0) 453 14.5

日 本 -40 (-75.4) -1 (-1.5) 39 -

北 米 -3 (-6.9) -28 (-25.3) -25 -

ア ジ ア 92 (173.6) 139 (124.3) 47 51.2

そ の 他 2 (5.6) 12 (11.3) 10 4.2倍

調 整 額 1 (3.1) -9 (-8.7) -10 -

合計 53 (100.0) 112 (100.0) 59 2.1倍

当期

(21.4.1～21.12.31)
増減

営

業

利

益

売

上

高

前年同期

(20.4.1～20.12.31)

要因 金額(億円)

増益要因

・売上増による利益増 120

・原価改善 64

・為替変動 18

　　　　　計 202

減益要因

・売価変動 45

・原材料価格影響 47

・経費の増 44

・その他 7

計 143

差引営業利益　増 59

※2  2021年7月1日付で子会社のエヌ・エス・ケイ(株)と恵那東海理化(株)を発展的統合し東海理化NExT(株)としました

※3 将来に向けた戦略投資29億円含む  ・カーボンニュートラル戦略  ・デジタルトランスフォーメーション(DX)の推進

 ・ソリューションビジネスの拡大  ・国内事業の競争力強化

(注) 1-3月前提レート ＵＳ＄= 105円

ユーロ= 130円

※1 製品保証関連損失戻入益 (仕入先との負担割合和解)



５．貸借対照表 　(単位：億円未満切り捨て)  

６．連結主要データの推移 　(単位：億円未満切り捨て)

Ⅱ．単独決算の概要 (単位：億円未満切り捨て、（　）は売上高比率)　

4,819 5,076 5,000 
4,440 4,800 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

308 296 

225 

140 150 

0

100

200

300

400

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

322 301 

229 
190 

165 

0

100

200

300

400

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

220 
180 

150 
120 115 

0

100

200

300

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

201 

253 
230 

122 

230 

0

100

200

300

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

209 214 198 185 180 

0

100

200

300

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

（１）売上高の推移 （２）営業利益の推移

（３）経常利益の推移 （４）親会社株主に帰属する当期純利益の推移

（５）設備投資の推移 （６）減価償却費の推移

科　目 前期末 当期末 増減 科　目 前期末 当期末 増減

流 動 資 産 2,260 2,243 -17 流 動 負 債 1,066 1,066 0

現 金 及 び 預 金 742 545 -197 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 475 482 7

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 698 710 12 電 子 記 録 債 務 107 109 2

電 子 記 録 債 権 128 134 6 そ の 他 483 474 -9

有 価 証 券 26 51 25 固 定 負 債 423 441 18

棚 卸 資 産 556 690 134 社 債 100 100 0

そ の 他 107 111 4 そ の 他 323 341 18

（ 負 債 計 ） 1,489 1,508 19

固 定 資 産 1,932 2,057 125 株 主 資 本 2,418 2,446 28

有 形 固 定 資 産 934 935 1 そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 134 188 54

無 形 固 定 資 産 23 21 -2 非 支 配 株 主 持 分 150 156 6

投 資 そ の 他 の 資 産 974 1,100 126 （ 純 資 産 計 ） 2,702 2,792 90

計 4,192 4,301 109 計 4,192 4,301 109

資　産　の　部 負　債　・　純　資　産　の　部

売 上 高 1,655 101

営 業 利 益 -51 39

経 常 利 益 66 59

特 別 利 益 28 -28

四 半 期 純 利 益 79 33

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

設 備 投 資

減 価 償 却 費

1.5 %

47億円59億円

－ 

1億円

－

-12億円

4.6 % 6.1 %

(20.4.1～20.12.31)

41.6

(100.0)

30億円 31億円

(4.8) 112 (6.4)

87円21銭 123円43銭

前年同期

36円22銭

－ 

(-3.1) -12 (-0.7) － 

－ 

125 (7.1) 88.3

6.1

増減
当期

(21.4.1～21.12.31)

増減率

(％)

(100.0) 1,756

(4.0)

※

※ 製品保証関連損失戻入益 (仕入先との負担割合和解)


